
第４節　公営企業会計

公営企業法適用の村の事業は上水道事業のみであり、決算概況は下記のとおりです。

（１）収益的収支

（２）資本的収支

貸借対照表（平成27年3月31日）

備考

収支決算状況

　　　※収益的収支には消費税を含まない。

（資産の部） （負債の部）

111,496

（単位：千円）

科　　　目 金　額 科　　　目 金　額

固 定 資 産 1,853,967 固 定 負 債 945,420

流 動 資 産 282,430 流 動 負 債

剰 余 金

（資本の部）

繰 延 収 益 875,263

資 産 合 計 2,136,397 負 債 ・ 資 本 合 計 2,136,397

764

資 本 金 203,454

4,034 4.3

103,034 △ 863 △ 0.8

（単位：千円）

区　　　分 平成26年度（Ａ） 平成25年度（B） 差　引　　　（Ｃ） 増減率（Ｃ）／（Ｂ）

△ 56.7

△ 100.0

8,634 △ 4,897

5,865

収益的
収　支

総収益 102,171

（未処理欠損金）

差引純利益（損失） 3,737

総費用 98,434

35.0

繰越利益剰余金 0 △ 5,865

未処分利益剰余金 3,737 2,769 968

94,400

資本的
収　支

資本的収入 16,000 21,026 △ 5,026

15.2

（補填財源）

差引 △ 87,323 △ 75,822

△ 23.9

資本的支出 103,323 96,848 6,475 6.7

15.2

その他 - - - -

内部留保資金 87,323 75,822 11,501

△ 11,501

 総収益では、前年対比で１．７％の増、総費用は前年対比で０．１％の増となりました。その結果、２３年度の
純利益は６８１万８千円となり、前年度繰越欠損金１，８６２万３千円を差引き、当年度未処理欠損金が１，１８０
万５千円となりました。 

 資本的収支では、差引５，２７４万７千円の財源不足となりました。 
 支出の内容では、石綿セメント管更新事業に伴う工事が主なものです。 

 総収益では、前年対比で０．２％の減、総費用は前年対比で３．０％の減となりました。その結果、２５年度の
純利益は８６３万４千円となり、前年度繰越欠損金５８６万５千円を差引き、当年度未処分利益剰余金が２７６万
９千円となりました。 

 資本的収支では、差引７，５８２万２千円の財源不足となりました。 
 支出の内容では、国道290号改良関連配水管布設替工事、及び第２水源地取水ポンプ取替工事、村道改良関
連第６着水池改修工事が主なものです。 

 総収益では、前年対比で０．８％の減、総費用は前年対比で４．３％の減となりました。 
その結果、２６年度の純利益は３７３万７千円となり、当年度未処分利益剰余金が３７３万７千円となりました。 
 

 資本的収支では、差引８，７３２万３千円の財源不足となりました。 
 支出の内容では、国道290号改良関連配水管布設替工事、及び中央監視システム更新工事、水源地取水ポン
プ・電動弁取替工事が主なものです。 
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